
　

市
教
育
委
員
会
は
、
市
内
小
・
中
学
校
の

全
児
童
生
徒
を
対
象
に
本
年
１
月
、
庄
原
市

小
・
中
学
校
一
斉
学
力
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

小
学
１
・
２
年
生
は
国
語
、
算
数
の
２
教

科
、
小
学
３
～
６
年
生
は
国
語
、
社
会
、
算

数
、
理
科
の
４
教
科
、
中
学
１
～
３
年
生
は

国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、
英
語
の
５
教

科
の
調
査
を
行
い
、
児
童
生
徒
に
「
基
礎
・

基
本
の
力
」
や
「
活
用
す
る
力
」
が
定
着
し

て
い
る
か
を
把
握
し
、
各
学
校
で
の
授
業
改

善
や
学
習
指
導
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
結
果
は
【
表
１
】
の
と
お
り
で
、

全
体
的
に
全
国
平
均
正
答
率
と
同
程
度
か
、

ま
た
は
上
回
っ
て
い
ま
し
た
。
特
に
、
中
学

校
の
英
語
は
全
国
平
均
よ
り
10
ポ
イ
ン
ト
以

上
上
回
っ
て
お
り
、
大
き
な
成
果
で
す
。

　

ま
た
、
全
学
年
・
全
教
科
の
市
平
均
と
全

国
平
均
と
の
差
の
推
移
【
図
１
】
を
見
る
と
、

全
体
的
な
学
力
の
向
上
が
年
々
図
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

各
学
校
で
は
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
結

果
を
全
教
職
員
で
共
有
し
、
児
童
生
徒
の
さ

ら
な
る
学
力
の
向
上
に
向
け
て
改
善
計
画
を

立
て
、
課
題
解
決
に
向
け
た
授
業
改
善
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
27
年
度

庄
原
市
学
力
向
上
検
証
改
善
委
員
会

第
２
回
全
体
研
修
会
か
ら

　

２
月
26
日
、
各
校
の
教
務
主
任
を

対
象
に
、
庄
原
市
学
力
向
上
検
証
改

善
委
員
会
第
２
回
全
体
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
で
は
、
ま

ず
平
成
27
年
度
庄
原
市
小
・
中
学
校

一
斉
学
力
調
査
の
結
果
を
確
認
し
ま

し
た
。
続
い
て
、
広
島
県
教
育
委
員

会
作
成
の
「
学
力
調
査
報
告
書
」
の

活
用
に
つ
い
て
の
説
明
の
後
、
中
学

校
区
ご
と
に
、
話
し
合
い
活
動
の
充

実
や
、
取
り
組
み
の
概
要
、
改
善
策

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

小学校
１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

国語 庄原市 83.6 84.5 82.4 78.9 74.0 79.1
全　国 79.5 81.2 73.6 75.2 72.3 74.9 

社会 庄原市 65.9 67.2 64.3 70.1 
全　国 61.4 64.1 60.1 65.8 

算数 庄原市 90.8 80.0 78.4 74.1 69.6 74.0
全　国 85.8 72.3 74.3 68.9 63.0 70.5 

理科 庄原市 77.5 72.0 81.3 77.6 
全　国 69.5 69.0 73.9 66.9 

中学校
１年 ２年 ３年

国語 庄原市 73.2 73.5 75.4 
全　国 69.2 69.9 72.7 

社会 庄原市 58.5 62.8 64.9 
全　国 54.1 57.5 64.8

数学 庄原市 61.7 53.3 63.2 
全　国 62.3 54.7 56.5 

理科 庄原市 61.4 55.8 68.9 
全　国 57.5 56.9 63.9 

英語 庄原市 71.5 68.8 69.4 
全　国 59.5 54.1 59.1 

【表1】
■庄原市小・中学校一斉学力調査結果【全国平均正答率との比較】
　平成28年１月７日～14日実施　単位（％）

庄
原
の
子
ど
も
の

学
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は
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向
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果
か
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参
加
者
か
ら
は
、「
必
然
性
の
あ
る

課
題
づ
く
り
や
、
必
然
性
の
あ
る
話

し
合
い
活
動
、
適
切
な
評
価
を
し
て

い
き
た
い
」「
話
し
合
い
活
動
の
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
、
多
く
の
視
点
や
手

法
が
参
考
に
な
っ
た
。
学
校
全
体
で

共
有
し
、
活
用
し
て
い
き
た
い
」
な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
教
育
委
員
会
は
、
日
々
の
授
業

実
践
を
大
切
に
し
な
が
ら
、「
ふ
る

さ
と
で
学
ん
だ
こ
と
に
誇
り
を
も
ち
、

活
躍
で
き
る
人
材
」「
主
体
的
に
学

び
続
け
、
協
働
し
な
が
ら
新
し
い
価

値
を
創
造
で
き
る
人
材
」
の
育
成
に

向
け
た
教
育
活
動
を
積
極
的
に
推
進

し
ま
す
。

【図1】全国平均正答率との差の推移
（全学年・全教科の平均値）
単位（ポイント）
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